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「育メン」 時代の父親の育児と家事：
家族社会学の視点から

平成30年度文部科学省 科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」（牽引型）
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[要旨]

2021.1.29［金］17:30－19:00

オンライン［Zoomウェビナー］

申込締切／1月27日［水］ 参加対象者／四国５国立大学及び連携機関等

教職員・学生・大学院生（男女問わず）

イシイクンツ マサコ

立教大学社会学部特任教授
お茶の水女子大学名誉教授

石井クンツ 昌子 氏

講師

[ご略歴]
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■お問合せ 徳島大学AWAサポートセンター
E-mail：awa@tokushima-u.ac.jp TEL：088-633-7538 

■申込方法 以下のいずれかの方法でWeb申込フォームに必要事項をご入力ください。
① 右記に記載の申込QRコードをスマートフォンまたはタブレットで読取
② AWAサポートセンターHP記載のWeb申込URLをクリックまたは案内メールに記載の

Web申込URLをクリック
■参加方法 事前申込メールアドレスへ前日までに、Zoom配信URLをお知らせします。

アメリカワシントン州立大学にて社会学部博士号取得後、カリフォルニア大学リバーサイド校社会学部で20年間教鞭を執る。
平成18年から14年間、お茶の水女子大学教授および平成27年からは同学ジェンダー研究所所長を兼務。令和2年から現職。主な研究
テーマは、家庭内性別役割分業と父親の育児・家事の国際比較。日本家族社会学会会長、日本社会学会理事、日本家政学会家族関係
部会役員、国連専門家会議「女性と男性の平等責任」メンバー、内閣府男女共同参画会議専門委員、日本学術会議連携会員、福井県
男女共同参画審議会会長などを歴任。平成24年には全米家族関係学会より国際的な家族研究者に贈られるヤン・トロスト賞を授賞。
著書に『「育メン」現象の社会学〜育児・子育て参加への希望を叶えるために〜』(ミネルヴァ書房)など多数。

2020

コロナ禍でテレワークが進み家庭内で過ごす時間が増えてきている父親が多い中、子どもの臨時休校などに対応しているのは母親が圧倒的に多い。
よって新型コロナにより日本の男女不平等がより鮮明になり、家庭内の男女共同参画はこれまでにも増して重要な課題となっている。本セミナーでは父親の
育児・家事参加について主に家族社会学の研究でわかっていることについて概観し、男女ともに仕事と生活の両立を可能にするためには何が必要なのかに
ついて模索する。


